
        

２
０
０
８
年
９
月
、
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
世
界
同
時
金
融
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
今
ま
た
ユ
ー
ロ
危
機
が

起
こ
り
ま
し
た
。
世
界
は
依
然
と
し
て
不
安
定
な
経
済
環
境
に
あ
り
ま
す
。 

日
本
は
１
９
９
０
年
代
初
め
に
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、
失
わ
れ
た
２
０
年
と
も
い
う
べ
き
、
成
長
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い

デ
フ
レ
経
済
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
政
治
も
混
乱
し
、
労
使
関
係
は
リ
ス
ト
ラ
と
い
う
名
の
人
員
削
減
策
が
横
行
し

た
結
果
、
信
頼
と
共
感
を
基
本
と
す
る
日
本
の
労
使
関
係
に
も
翳
り
が
見
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

国
家
も
、
企
業
も
、
労
働
組
合
組
織
も
、
と
も
す
れ
ば
抱
え
て
い
る
問
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
の
責
に
し
て
、
根

本
的
な
解
決
を
図
ら
ず
に
課
題
解
決
を
先
延
ば
し
、
悲
観
的
な
空
気
や
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
人
類
社
会
の
危
機
は
絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、
結
局
、
淘
汰
さ
れ
た
組
織
や
集
団
が
あ
っ
た
反
面
、
英

知
と
勇
気
を
も
っ
て
変
化
に
対
応
し
た
も
の
が
生
き
残
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

日
本
最
大
の
労
働
組
合
組
織
、
連
合
は
、
大
手
企
業
の
労
組
中
心
の
組
織
と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
が
、
中
小
企
業
の
労
組
も

主
張 

活
力
あ
る
経
営
の
た
め
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
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多
く
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
小
企
業
の
業
績
は
年
々
悪
化
し
、
今
や
日
本
の
赤
字
法
人
比
率
は
７
割
を
超
え
て
い

る
状
況
で
す
。
赤
字
の
継
続
、
リ
ス
ト
ラ
、
廃
業
へ
と
進
む
動
き
も
顕
著
で
す
。 

  

中
小
企
業
の
再
生
な
く
し
て
、
日
本
経
済
の
復
活
も
あ
り
え
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
は
、
好
業
績
を
維
持
し
て
い
る
企
業
も

存
在
し
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
に
目
覚
め
て
、
労
使
一
体
と
な
っ
て
経
営
革
新
を
続
け
て
い
る
企
業
で
す
。 

 

わ
が
社
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
の
直
後
に
債
務
超
過
に
な
り
、
主
力
金
融
機
関
に
新
規
融
資
を
断
ら
れ
て
、
廃
業
の
危
機

に
あ
り
ま
し
た
。
私
は 
再
建
に
あ
た
っ
て
、
問
題
は
企
業
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
内
に
あ
る
と
気
づ
き
、
全
社
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
２
年
で
累
積
赤
字
を
一
掃
し
（
Ｐ
／
Ｌ
の
再
建
）、
さ
ら
に
２
年
で
、
Ｂ
／
Ｓ
上
の
再
建
、
財

務
の
健
全
化
を
達
成
し
、
今
年
ま
で
１
７
年
間
連
続
の
黒
字
経
営
を
実
現
し
て
、
年
商
も
４
倍
に
伸
ば
し
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
好
業
績
企
業
は
、
業
種
、
規
模
、
地
域
を
問
わ
ず
存
在
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
が
、「
景
気
期
待
型
企
業
」

と
も
言
う
べ
き
姿
勢
の
中
で
、
好
業
績
企
業
は
、「
景
気
創
造
型
企
業
」、
景
気
超
越
形
企
業
」
と
も
言
う
べ
き
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。 

私
の
友
人
の
法
政
大
学
大
学
院
教
授
、
坂
本
光
司
先
生
は
、
好
業
績
の
中
小
企
業
経
営
を
徹
底
分
析
し
た
結
果
、
き
わ
め

て
類
似
し
た
特
長
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

坂
本
先
生
に
よ
る
と
、「
活
力
あ
る
中
小
企
業
」
経
営
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

１
． 

経
営
理
念
を
明
確
に
し
て
実
践
す
る
。 

２
． 

経
営
理
念
を
社
内
に
浸
透
す
る
。 

３
． 

自
立･

創
造
で
き
る
人
づ
く
り
に
取
り
組
む
。 

４
． 

長
期
的
な
視
点
で
人
づ
く
り
に
取
り
組
む
。 



５
． 

従
業
員
へ
の
動
機
付
け
に
取
り
組
む
。 

６
． 

信
頼
感
と
一
体
感
を
高
め
る
組
織
作
り
に
取
り
組
む
。 

７
． 
経
営
者
力
向
上
に
取
り
組
む
。 

 
 

企
業
経
営
で
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
も
経
営
者
の
企
業
家
精
神
で
す
。
問
題
は
企
業
内
部
に
あ
り
。

問
題
の
所
在
を
企
業
の
外
に
求
め
る
と
、
経
営
者
も
社
員
も
被
害
者
意
識
を
持
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
問
題
は
自
分
自
身
の
中

に
あ
る
と
意
識
す
る
か
ら
こ
そ
、
社
員
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
。 
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（
富
士
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
発
行 

月
刊
富
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
１
０
年
６
月
号
） 

 
 


